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蒲生秀行は、平将門の乱を鎮
圧した藤原秀郷の子孫で、信
長・秀吉に仕えて会津９２万
石を領した戦国武将氏郷の
息子です。天下分け目の関ヶ
原合戦前後の約4年間にわ
たって宇都宮城主をつとめ、
近世城下町宇都宮の原型を
形づくりました。そこで今回
の特集では、秀行と近世初頭
の宇都宮城に注目します。

秀ひ
で
ゆ
き行
の

宇
都
宮
城
主
就
任

　

奥
州
会
津
（
福
島
県
会
津
若
松
市
）
で

九
二
万
石
を
領
し
て
い
た
蒲
生
秀
行
（
初
名
秀

隆
、
一
五
八
三
～一
六一二
）
は
、
豊
臣
秀
吉
の
命

に
よ
っ
て
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
二
月
に
宇
都

宮
に
移
り
、
そ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
って
宇
都
宮

氏
が
支
配
し
て
い
た
所
領
一
八
万
石
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
会
津
時
代
と
比
べ
て
、

蒲
生
秀
行
と

宇
都
宮
城

宇
都
宮
一
八
万
石
を

領
し
た
蒲
生
秀
行

◎
特
集

栃
木
県
立
博
物
館　

江
田　

郁
夫

領
地
高
が
五
分
の
一
以
下
に
減
ら
さ
れ
る
と
い
う

大
幅
な
減げ

ん
ぽ
う封
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か

取
り
潰
し
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

当
時
、
秀
吉
の
周
囲
で
は
、
弱
冠
一六
歳
の
当

主
秀
行
に
会
津
九
二
万
石
を
任
せ
る
の
を
危
ぶ
ん

で
、
秀
行
の
か
わ
り
に
越
後
か
ら
上
杉
景か

げ
か
つ勝
を

国
替
え
さ
せ
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
減
封
前
年
の
慶
長
二
年
に
は
蒲

生
氏
重
臣
ど
う
し
の
抗
争
が
起
こ
る
な
ど
、
蒲

生
氏
は
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
幸

い
秀
行
は
、
秀
吉
の
意
向
に
よ
っ
て
慶
長
元
年

十
二
月
に
徳
川
家
康
の
娘
振ふ

り
こ子
を
妻
に
迎
え
て

お
り
、
今
回
は
岳
父
家
康
の
強
力
な
う
し
ろ
だ

て
も
あ
っ
て
蒲
生
氏
の
存
続
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

  

以
前
の
五
分
の一以
下
の
領
地
高
に
な
っ
た
と
は

い
え
、
宇
都
宮
は
北
関
東
随
一
の
要
衝
で
あ
り
、

か
つ
一
八
万
石
の
石
高
は
た
と
え
ば
相
模
国
八
郡

（
現
在
の
神
奈
川
県
の
大
部
分
）
一
九
万
四
千
余

石
と
遜
色
が
な
い
く
ら
い
の
大た

い
ほ
う封（
広
大
な
領
地
）

で
し
た
。
宇
都
宮
城
に
は
いっ
た
秀
行
は
、
領
内

の
重
要
拠
点
で
あ
る
笠
間
城
（
茨
城
県
笠
間
市
）

に
は
石
高
二
万
石
で
蒲
生
郷さ

と
な
り成

、
真
岡
城
（
真

岡
市
）
に
は
八
千
石
で
町
野
繁し

げ
よ
り仍
、川
崎
城
（
矢

板
市
）
に
は
六
千
石
で
蒲
生
郷さ

と
よ
し可
ら
を
配
置
し

て
所
領
支
配
を
固
め
ま
し
た
。
ま
た
、
宇
都
宮

ま
で
随
行
し
た
家
臣
た
ち
に
領
内
で
の
あ
ら
た

な
知
行
地
を
与
え
る
な
ど
、
さ
っ
そ
く
秀
行
は

蒲
生
家
中
の
再
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

名
門
蒲
生
氏
と

会
津
太
守
氏
郷

  

そ
も
そ
も
蒲
生
氏
は
、
平
安
時
代
に
起
こっ
た

平
将
門
の
乱
を
鎮
圧
し
た
藤
原
秀ひ

で
さ
と郷

の
子
孫
と

伝
え
ら
れ
ま
す
（「
蒲
生
系
図
」）。
秀
郷
の
子

で
東
北
支
配
に
あ
た
る
鎮
守
府
将
軍
を
つ
と
め

た
千ち

は
る晴

の
末
裔
が
近
江
国
蒲
生
郡
（
滋
賀
県
日

野
町
ほ
か
）
を
領
し
、
蒲
生
氏
を
名
乗
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
末
期
に
活
躍
し
た
秀
行
の
父
氏う

じ
さ
と郷

（
一五
五
六
～
九
五
）
は
、
織
田
信
長
に
仕
え
て

信
長
の
娘
冬
姫
を
妻
と
し
、
本
能
寺
の
変
で
信

長
が
倒
れ
た
あ
と
は
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て
妹
と

ら
を
秀
吉
の
側
室
（
三
条
殿
）
と
す
る
な
ど
、

と
き
の
天
下
人
か
ら
あ
つ
い
信
頼
を
う
け
、
か
れ

ら
と
緊
密
な
関
係
を
結
び
な
が
ら
栄
進
を
と
げ

ま
し
た
。
氏
郷
は
、
祖
父
定
秀
、
父
賢か

た
ひ
で秀

以
来

の
居
城
日
野
城
を
皮
切
り
に
、
天
正
十
二
年

（
一五
八
四
）
に
は
伊
勢
松
ヶ
島
城
（
三
重
県
松

阪
市
）
一二
万
石
に
、
そ
し
て
天
正
十
六
年
に
は

同
国
松
阪
城
へ
と
移
り
、
い
よ
い
よ
天
正
十
八
年

の
小
田
原
北
条
氏
攻
め
を
迎
え
ま
す
。

　

秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
は
総
勢
二
〇
万
を
超

え
る
大
軍
が
関
東
へ
と
下
向
し
、
七
月
上
旬
に

北
条
氏
を
滅
ぼ
し
た
秀
吉
は
そ
の
後
、
同
月

二
十
六
日
に
宇
都
宮
、
つ
づ
い
て
八
月
九
日
に
は

会
津
に
は
いっ
て
天
下
統
一
の
総
仕
上
げ
に
着
手

し
ま
す
（
関
東
・
奥
羽
仕
置
）。
そ
の
さ
い
、
氏

郷
に
は
あ
ら
た
に
会
津
四
二
万
石
が
与
え
ら
れ
、

翌
年
に
は
奥
州
で
起
こっ
た
大
崎
・
葛
西
一
揆
鎮

圧
の
功
績
に
よ
っ
て
七
三
万
石
に
加
増
さ
れ
、
さ

ら
に
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
太
閤
検
地
を

経
て
最
終
的
な
氏
郷
の
知
行
高
は
九
二
万
石
と

な
り
ま
し
た
。

  

会
津
九
二
万
石
の
太
守
と
な
っ
た
氏
郷
は
城
下

町
整
備
に
乗
り
出
し
、
旧
領
で
あ
る
近
江
日
野

か
ら
移
っ
た
商
人
ら
が
集
住
す
る
日
野
町
（
の
ち

甲
賀
町
、
現
相
生
町
）
を
新
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
日
野
の
式
内
社
馬う

ま
み
お
か
わ
た
む
き

見
丘
綿
向

神
社
参
道
の
若
松
の
森
に
ち
な
ん
で
、
地
名
も

旧
来
の
会
津
黒
川
か
ら
若
松
に
改
め
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
す
で
に
氏
郷
は
、
会
津
以
前
の
伊

勢
松
阪
城
下
で
も
日
野
商
人
を
招
い
て
日
野
町

を
設
け
て
お
り
、
蒲
生
氏
と
日
野
の
結
び
つ
き
の

強
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

文
武
に

す
ぐ
れ
た
父
氏
郷

　

勇
猛
な
武
将
と
し
て
知
ら
れ
る
氏
郷
で
す
が
、

じ
つ
は
佗
び
茶
を
大
成
し
た
千
利
休
の
高
弟
で
も

あ
り
ま
し
た
。
氏
郷
は
、
茶
人
と
し
て
有
名
な

古
田
織
部
（
重し

げ
な
り然
）
や
細
川
忠た

だ
お
き興
（
三
斎
）
ら

と
な
ら
ん
で
、
利
休
の
す
ぐ
れ
た
弟
子
「
利
休

七
哲
」
に
数
え
ら
れ
、
利
休
が
秀
吉
の
勘
気
を

こ
う
む
っ
て
切
腹
し
た
あ
と
は
千
家
の
再
興
に
も

尽
力
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
会
津
若
松
城
内
に

残
る
茶
室
麟り

ん
か
く閣

は
、
氏
郷
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
利

休
の
娘
聟
少
庵
が
建
立
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歌
人
で
も
あ
っ
た
氏
郷
に
は
、
秀
吉
の

朝
鮮
出
兵
に
と
も
な
っ
て
会
津
か
ら
九
州
名
護

屋
城（
佐
賀
県
唐
津
市
）に
向
か
っ
た
お
り
の「
蒲

生
氏
郷
紀
行
」（『
群
書
類
従
』
一
八
）
が
あ
り
、

氏
郷
が
白
河
の
関
（
福
島
県
白
河
市
）
を
越
え

て
下
野
に
は
い
り
、
芦
野
（
那
須
町
）、
那
須
野

が
原
、
佐
野
天
明
（
佐
野
市
）
の
各
地
を
経
由

し
た
の
ち
、
上
野
・
信
濃
・
美
濃
・
近
江
へ
と
至

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
の
さ
い
氏
郷
は
、
芦
野
で
は
歌
人
西
行
や
謡

曲
「
遊
行
柳
」
ゆ
か
り
の
柳
を
眺
め
て
、「
今
も

ま
た
流
れ
は
同
じ
柳
か
げ
、
行
き
迷
い
な
ば
道

し
る
べ
せ
よ
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。
那
須
野
が
原

で
「
世
の
中
に
我
は
何
を
か
那
須
の
原
、
な
す

わ
ざ
も
な
く
年
や
へ
ぬ
べ
き
」
と
詠
ん
だ
氏
郷
は
、

古
来
か
ら
の
歌
枕
の
ひ
と
つ
「
佐
野
の
舟
橋
」
に

到
着
し
、「
こ
れ
や
こ
の
佐
野
の
舟
橋
渡
る
に
ぞ
、

い
に
し
え
人
の
こ
と
あ
わ
れ
な
る
」
と
詠
み
ま
し

た
。
も
と
も
と
の
「
佐
野
の
舟
橋
」
は
、
上
野

を
流
れ
る
烏
川
の
舟
橋
（
群
馬
県
高
崎
市
）
が

舞
台
で
し
た
が
、
す
で
に
戦
国
時
代
以
降
は
佐

野
を
流
れ
る
佐
野
川
（
現
秋
山
川
）
に
か
け
ら

れ
た
舟
橋
と
の
認
識
が
一
般
化
し
て
い
ま
し
た

（「
東
路
の
つ
と
」）。

　

以
上
の
経
路
か
ら
は
、
会
津
を
発
し
た
氏
郷

が
猪
苗
代
湖
南
岸
を
と
お
っ
て
白
河
の
関
を
訪

れ
、
下
野
で
は
北
か
ら
芦
野
、
大
田
原
（
大
田

原
市
）、
宇
都
宮
と
南
下
し
て
、
そ
の
後
は
壬
生

（
壬
生
町
）、
栃
木
（
栃
木
市
）
を
経
由
し
て
佐

野
天
明
に
至
り
、
足
利
（
足
利
市
）
を
と
お
っ

て
上
野
に
は
いっ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
宇

都
宮
以
北
の
経
路
は
か
つ
て
天
正
十
八
年
に
秀
吉

が
宇
都
宮
で
の
仕
置
後
に
会
津
に
向
か
っ
た
行
程

と
重
な
り
、
ま
た
宇
都
宮
以
南
は
慶
長
六
年
に

京
都
伏
見
か
ら
出
羽
米
沢
（
山
形
県
米
沢
市
）

へ
と
下
向
し
た
武
士
前
田
慶
次
の
行
程
と
ほ
ぼ
重

な
り
ま
す
（「
前
田
慶
次
道
中
日
記
」）。

関
ヶ
原
合
戦
と
秀
行

　

秀
行
が
宇
都
宮
に
移
っ
て
か
ら
ま
だ
ま
も
な
い

慶
長
三
年
八
月
十
八
日
に
秀
吉
が
六
二
歳
で
没

女
子
鶴
松

忠
知（
中
務
大
輔
）

忠
郷（
下
野
守
）

女（
加
藤
忠
広
室
）

振
子（
徳
川
家
康
息
女
）

秀
行（
秀
隆
、飛
騨
守
）

と
ら（
豊
臣
秀
吉
側
室
三
条
殿
）

冬
姫（
織
田
信
長
息
女
）

女（
前
田
利
政
室
）

氏
郷（
忠
三
郎・飛
騨
守・レ
オ
ン
）

賢
秀

蒲
生
定
秀

藤
原
秀
郷

蒲
生
氏
略
系
図

蒲生秀行領知宛行状（南小平次あて）　栃木県立博物館蔵
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し
ま
し
た
。
遺
児
の
秀
頼
は
い
ま
だ
六
歳
に
過

ぎ
ず
、
秀
吉
死
後
の
政
権
運
営
は
徳
川
家
康
・

前
田
利
家
・
上
杉
景
勝
ら
の
五
大
老
と
石
田
三

成
ら
の
五
奉
行
に
託
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

翌
慶
長
四
年
閏
三
月
三
日
に
今
度
は
利
家
が
病

没
し
、
利
家
の
死
去
と
と
も
に
武
功
派
諸
将
の

石
田
三
成
に
対
す
る
不
満
が
一
気
に
噴
出
し
た

結
果
、三
成
は
政
権
を
離
れ
て
居
城
の
佐
和
山
城

（
滋
賀
県
彦
根
市
）に
隠
退
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

徳
川
家
康
が
秀
頼
の
い
る
大
坂
城
に
移
っ
て
豊
臣

政
権
を
主
導
し
、
翌
慶
長
五
年
に
な
る
と
会
津

在
国
中
の
上
杉
景
勝
と
の
関
係
が
極
度
に
悪
化

し
た
た
め
、
家
康
は
上
杉
氏
攻
め
を
諸
将
に
命

じ
、
同
年
六
月
十
六
日
に
は
み
ず
か
ら
も
東
国

に
下
り
ま
し
た
。

　

上
杉
氏
攻
め
に
さ
い
し
て
は
宇
都
宮
城
が
本

営
と
な
る
予
定
で
、
七
月
中
旬
ご
ろ
に
は
諸
将

が
続
々
と
宇
都
宮
周
辺
に
集
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
ほ

か
、
家
康
本
人
も
同
月
二
十
一
日
に
江
戸
を
発

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
こ
ろ
家
康
不
在
の

大
坂
城
で
は
、
三
成
が
佐
和
山
城
か
ら
移
って
大

老
毛
利
輝
元
・
宇
喜
多
秀
家
ら
を
中
心
に
反
家

康
派
を
糾
合
し
、
家
康
と
の
敵
対
を
公
然
と
し

ま
し
た
。
宇
都
宮
への
下
向
途
中
に
こ
の
報
告
を

う
け
た
家
康
は
、
急
遽
小
山
（
小
山
市
）
で
諸

将
と
対
応
策
を
協
議
し
、
上
杉
氏
攻
め
を
中
断

し
て
西
上
の
う
え
三
成
ら
と
戦
う
こ
と
に
決
し

ま
し
た
（
い
わ
ゆ
る
小
山
評
定
）。

　

こ
の
方
針
に
も
と
づ
き
、
さ
っ
そ
く
諸
将
は
西

上
を
は
じ
め
、
家
康
も
宇
都
宮
に
在
陣
後
、
八

月
五
日
に
江
戸
に
戻
り
、
九
月 

一
日
に
は
江
戸

を
発
し
て
大
坂
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
いっ
ぽ
う
、

家
康
の
子
秀
忠
は
宇
都
宮
城
で
今
後
の
上
杉
氏

対
策
を
講
じ
た
あ
と
、
八
月
二
十
四
日
に
宇
都

宮
を
出
陣
し
て
信
州
真
田
（
長
野
県
上
田
市
）

に
向
け
進
軍
し
て
い
き
ま
し
た
。
宇
都
宮
城
で

留
守
を
守
っ
た
の
は
秀
忠
の
兄
で
秀
吉
の
養
子
と

な
り
、
結
城
氏
の
家
督
を
継
い
で
い
た
結
城
秀
康

で
、
こ
れ
を
小
笠
原
秀
政
・
鳥
居
忠
政
・
内
藤

政
長
・
大
須
賀
忠
政
ら
の
家
康
家
臣
が
補
佐
し

ま
し
た
。
宇
都
宮
城
主
で
あ
り
、
家
康
の
娘
聟

で
あ
っ
た
秀
行
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
秀
康
か

ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

結
局
、
西
上
し
た
徳
川
家
康
率
い
る
軍
勢
と
こ

れ
を
迎
え
撃
つ
石
田
三
成
ら
の
軍
勢
は
、
九
月

十
五
日
に
美
濃
関
ヶ
原
（
岐
阜
県
関
が
原
町
）

で
激
突
し
、
激
戦
の
す
え
に
家
康
軍
が
勝
利
し

ま
し
た
（
関
ヶ
原
合
戦
）。
信
州
真
田
を
経
て
家

康
軍
に
合
流
す
る
予
定
だ
っ
た
秀
忠
軍
は
、
敵

対
す
る
真
田
昌
幸
の
征
討
に
時
間
を
要
し
た
ば

か
り
で
な
く
、
予
想
以
上
の
急
展
開
で
関
ヶ
原

合
戦
が
お
こ
な
わ
れ
、
か
つ
そ
の
帰
趨
も
た
っ
た
一

日
で
決
し
た
た
め
、
合
戦
に
間
に
合
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

そ
の
点
に
関
連
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
関
ヶ

原
合
戦
に
は
参
戦
せ
ず
、
宇
都
宮
城
に
あ
っ
て
家

康
・
秀
忠
軍
の
背
後
を
上
杉
軍
か
ら
守
っ
た
結
城

秀
康
が
、
関
ヶ
原
合
戦
後
に
旧
知
行
高
の
約

一
〇
万
石
か
ら
、
あ
ら
た
に
越
前
北
ノ
庄
（
福
井

県
福
井
市
）
六
七
万
石
に
大
幅
加
増
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
家
康
が
そ
の
功
績
を
高
く
評
価
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
同
様
に
秀
行
も
、

四
二
万
石
の
加
増
を
う
け
て
会
津
城
主
に
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秀
行
の
会
津
復
帰
は

慶
長
六
年
九
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
局
、
秀

行
が
宇
都
宮
領
一
八
万
石
を
治
め
た
の
は
、
慶
長

三
年
二
月
か
ら
慶
長
六
年
九
月
ま
で
の
三
年
七

か
月
間
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

会
津
に
戻
っ
た
秀
行
は
、
慶
長
十
七
年
五
月

十
三
日
に
三
〇
歳
で
病
死
し
ま
し
た
。
一
六
歳
の

と
き
に
大
幅
な
減
封
に
よ
っ
て
宇
都
宮
城
主
と
な

り
、
つ
づ
い
て
一九
歳
で
大
幅
な
加
増
を
う
け
て
ふ

た
た
び
会
津
城
主
に
復
帰
す
る
と
い
う
波
乱
の
生

涯
で
し
た
。
秀
行
の
死
去
を
記
し
た
『
当
代
記
』

に
は
、「
常
に
大
酒
。
諸
事
に
行
儀
な
く
、
放
埒
」

と
あ
っ
て
、
そ
の
評
判
は
け
っ
し
て
芳
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
〇
代
の
若
さ
で
体
験
し
た

ま
る
で
ジ
エッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
没
落
と
復

活
は
、
そ
の
後
の
秀
行
の
人
生
に
も
少
な
か
ら
ぬ

影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

●

宇
都
宮
氏

中
世
以
前

　

中
世
の
宇
都
宮
は
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）

に
宇
都
宮
国
綱
が
改
易
と
な
る
ま
で
、
宇
都
宮
氏

の
本
拠
地
で
し
た
。
宇
都
宮
城
は
、
平
将
門
を

倒
し
た
藤
原
秀
郷
が
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
に
築

い
た
と
も
、
宇
都
宮
氏
の
祖
と
考
え
ら
れ
て
い
る

宗
円
が
康
平
年
間
（
一
〇
五
八
～
六
五
）
に
築
い

た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
時
代
の
資
料
も

な
く
、
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
吾
妻
鏡
』
等
の

資
料
に
は
、
宇
都
宮
を
本
拠
と
し
た
宇
都
宮
氏
に

つ
い
て
は
三
代
朝
綱
以
降
、
そ
の
動
向
が
確
認
で

き
ま
す
。
鎌
倉
時
代
中
期
、正
元
元
年（
一二
五
九
）

頃
に
成
立
し
た
宇
都
宮
氏
を
中
心
と
し
た
私
選

和
歌
集
「
新
和
歌
集
」
の
中
で
、「
館
に
て

百
五
十
番　

歌
合
し
侍
け
る
に　

藤
原
景
綱
」

と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
藤
原
景
綱
と
は
七
代

景
綱
の
こ
と
で
、
当
時
、
宇
都
宮
に
あ
っ
た
宇
都

宮
氏
の
「
館
」
で
歌
会
が
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
宇
都
宮
城
の
発
掘
成
果
か
ら

も
十
三
世
紀
中
頃
ま
で
宇
都
宮
氏
の
館
の
存
在
は

遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
多

く
の
資
料
に
「
宇
都
宮
城
」
の
名
称
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
戦
乱
が
続
く
中
で
宇

近
世
初
頭
の

宇
都
宮
城
下

栃
木
県
立
博
物
館　

飯
塚　

真
史

都
宮
氏
の
「
館
」
は
、
徐
々
に
深
い
堀
や
高
い
土

塁
を
伴
っ
た
防
備
の
堅
い
「
城
郭
」
へ
と
発
展
し

て
いっ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
世

の
宇
都
宮
の
町
は
、
宇
都
宮
大
明
神
（
宇
都
宮

二
荒
山
神
社
）
の
南
側
に
広
が
る
門
前
町
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
南
に
位
置
す
る
宇
都
宮
城
と

の
間
に
町
場
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
田
川

沿
い
を
北
上
す
る
奥
大
道
沿
い
（
宇
都
宮
城
の

東
部
）
に
宿
郷
が
発
達
し
、
中
河
原
・
上
河
原
・

博
労
町
な
ど
に
町
場
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

●

蒲
生
秀
行

日
野
町
の
成
立

　

宇
都
宮
国
綱
が
改
易
さ
れ
た
後
、
豊
臣
秀
吉

の
姻
戚
に
あ
た
る
浅
野
長
政
が
宇
都
宮
城
代
を

し
ば
ら
く
の
間
つ
と
め
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

 

に
は
、
蒲
生
秀
行
が
あ
ら
た
な
宇
都
宮
城
主
と

し
て
会
津
か
ら
入
封
し
ま
す
。（
以
下
、
江
戸

時
代
初
期
の
宇
都
宮
に
つ
い
て
同
時
代
に
書
か
れ

た
資
料
は
な
い
た
め
、
江
戸
時
代
後
期
に
書
か
れ

た
歴
史
書
『
宇
都
宮
志
料
』
に
依
拠
し
ま
す
。）

秀
行
は
ま
ず
堀
を
掘
り
直
し
、
南
西
部
の
不
動

口
、
西
部
の
歌
橋
口
・
佐
野
口
・
西
原
口
な
ど
を

開
き
、出
入
口
に
陣
を
固
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
成
高
寺
・
慈
心
院
・
粉
河
寺
・
東
勝

寺
な
ど
を
移
転・廃
寺
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

寺
院
を
城
の
外
郭
等
に
移
転
す
る
こ
と
で
宇
都

宮
の
防
禦
体
制
を
強
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
宇
都
宮
氏
時
代
の
最
有
力
寺
院

の
一つ
で
あ
っ
た
東
勝
寺
は
こ
の
時
に
廃
さ
れ
、
蒲

生
氏
発
祥
の
地
近
江
か
ら
日
野
商
人
を
招
き
、

城
に
近
接
し
た
東
勝
寺
跡
地
の
す
ぐ
そ
ば
に
住

ま
わ
せ
日
野
町
を
開
き
、
商
業
の
振
興
に
努
め

ま
し
た
。
東
勝
寺
跡
に
新
た
に
日
野
町
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
は
、
近
世
宇
都
宮
城
下
町
建
設
の

第
一歩
と
い
え
ま
す
。

●

奥
平
家
昌

伝
馬
役
の
賦
課

　

徳
川
家
康
が
関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝
利
し
た
後
、

蒲
生
秀
行
は
会
津
に
再
封
さ
れ
、
家
康
の
孫
に

あ
た
る
奥
平
家
昌
が
宇
都
宮
に
入
封
し
、
宇
都

宮
は
十
万
石
の
譜
代
大
名
の
城
下
町
と
な
り
ま

す
。
慶
長
七
年
（
一六
〇
二
）
に
は
、
家
康
が
宇

都
宮
町
に
家
屋
敷
の
年
貢
で
あ
る
地
子
の
免
除

特
権
を
与
え
、
代
わ
り
に
幕
府
の
伝
馬
役
を
課

し
て
い
ま
す
。
伝
馬
役
は
公
用
で
使
わ
れ
る
伝

馬
や
人
足
を
提
供
す
る
労
役
で
、
原
則
と
し
て一

宿
ご
と
に
継
ぎ
送
り
、
つ
ま
り
リ
レ
ー
方
式
で
人

馬
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
江
戸
か
ら
奥
州
へ
と
つ
づ
く
近
世
の

日
光
道
中
・
奥
州
道
中
の
拠
点
で
あ
る
宇
都
宮

宿
の
整
備
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。『
宇
都

宮
志
料
』に
よ
る
と
、慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）、

家
昌
は
城
の
北
東
部
の
大
町
で
五・十
日
の
六
斎

市
を
開
か
せ
た
ほ
か
、
城
の
西
部
の
引
路
町
か
ら

茂
破
町
間
や
蓬
莱
町
・
大
黒
町
・
熱
木
町
・
歌

橋
町
な
ど
で
も
、
定
期
市
を
開
か
せ
て
い
ま
す
。

●

本
多
正
純

日
光
道
中
を
整
備

　

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）、
奥
平
氏
に
代
わ
っ
て

宇
都
宮
に
入
封
し
た
の
は
、
家
康
の
側
近
と
し
て

権
勢
を
誇
っ
た
本
多
正
純
で
し
た
。
十
五
万
石
に

加
増
さ
れ
、
譜
代
大
名
と
し
て
は
、
破
格
の
待
遇

で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
元
和
三
年
（
一六
一
七
）

以
降
、
将
軍
家
の
日
光
社
参
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
宇
都
宮
城
主
に
な
っ
た
正
純
に
は
、
宇

都
宮
の
街
道
と
宿
泊
施
設
の
整
備
が
重
要
な
任

務
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
正
純
に
よ
る
宇
都
宮
城
と
城
下
の

大
改
造
が
断
行
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
大
手
門
を
江
野
町
口
に
移
し
、
城
の

北
に
三
日
月
堀
を
造
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

街
道
を
北
に
移
し
ま
し
た
。
次
に
下
河
原
・
中

河
原
・
今
小
路
門
を
建
て
て
、
奥
州
道
中
を
塞

ぎ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
不
動
口
か
ら
城
の
東

側
の
下
河
原
・
中
河
原
を
通
る
ル
ー
ト
か
ら
城
の

西
側
に
新
町
（
熱
木
町
・
歌
橋
町
・
大
黒
町
・

蓬
莱
町
・
茂
破
町
・
引
路
町
・
新
石
町
・
伝
馬
町
）

を
開
き
、
こ
れ
ら
の
町
を
通
る
迂
回
ル
ー
ト
に
改

め
、
日
光
道
中
と
奥
州
道
中
の
分
岐
点
の
伝
馬

町
に
元
石
町
か
ら
問
屋
場
が
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
伝
馬
町
で
日
光
道
中
と
奥
州
道

中
が
分
岐
し
、
日
光
道
中
は
本
郷
町
・
新
田
町

を
北
上
し
て
日
光
方
面
に
向
か
い
、
奥
州
道
中

は
池
上
町
・
杉
原
町
を
通
り
、
鉄
砲
町
の
辺
り

で
南
に
折
れ
、
城
の
外
郭
沿
い
に
曲
師
町
・
日
野

町
そ
し
て
石
町
を
通
り
、
北
へ
向
か
い
上
河
原
町

を
経
て
奥
州
方
面
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
ま
た
、

宇
都
宮
に
と
っ
て
の

蒲
生
時
代

  

四
〇
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
宇
都
宮
を

治
め
た
宇
都
宮
氏
が
、
慶
長
二
年
十
月
に
秀
吉

に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
あ
と
、
秀
行
が
宇
都
宮
城

に
在
城
し
た
の
は
わ
ず
か
三
年
七
か
月
間
に
と
ど

ま
り
ま
す
。
期
間
に
す
れ
ば
宇
都
宮
氏
の
百
分

の
一
に
も
及
び
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
期
が
宇
都
宮

に
と
って
大
き
な
変
革
期
だ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

  

宇
都
宮
氏
や
そ
の
一
族
・
家
臣
の
退
転
に
と
も

な
っ
て
、
宇
都
宮
城
や
そ
の
城
下
屋
敷
が
空
き
家

と
な
り
、
ま
た
か
れ
ら
と
密
接
不
可
分
の
関
係

に
あ
っ
た
宇
都
宮
明
神
（
現
二
荒
山
神
社
）
や

菩
提
寺
東
勝
寺
な
ど
の
社
寺
も
存
続
の
危
機
に

直
面
し
ま
し
た
。
宇
都
宮
明
神
は
社
領
を
大
幅

に
削
減
さ
れ
た
も
の
の
、
秀
行
の
入
部
後
も
そ
の

宗
教
的
な
地
位
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

城
下
に
広
大
な
敷
地
を
有
し
て
い
た
東
勝
寺
は

廃
寺
と
な
り
、
そ
の
跡
地
の
一
部
に
は
秀
行
ゆ
か

り
の
日
野
商
人
が
移
り
住
ん
で
あ
ら
た
に
日
野
町

（
現
二
荒
町
）
が
成
立
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
記

念
す
べ
き
近
世
都
市
宇
都
宮
の
第
一
歩
は
、
秀

行
に
よ
って
標
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

秀
行
の
没
後
、
蒲
生
氏
は
伊
予
松
山
（
愛
媛

県
松
山
市
）
二
四
万
石
に
転
封
と
な
り
、
松
山

に
も
日
野
町
（
現
緑
町
）
を
興
し
ま
し
た
。
残

念
な
こ
と
に
、
か
つ
て
の
蒲
生
氏
の
城
下
町
で
あ

る
会
津
若
松
、
宇
都
宮
、
松
山
に
日
野
町
の
町

名
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
、
宇
都

宮
に
は
「
日
野
町
通
り
」
の
通
称
を
も
つ
道
路

や
バ
ス
停
留
所
が
残
り
、
蒲
生
時
代
の
面
影
を

今
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

蒲
生
秀
行
廟（
会
津
若
松
市
）

特集  蒲生秀行と宇都宮城
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街
道
の
分
岐
点
に
当
た
る
伝

馬
町
・
池
上
町
付
近
に
旅
寵

屋
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、

宇
都
宮
の
宿
駅
機
能
が
こ
の

地
域
に
集
ま
り
ま
し
た
。一
方
、

穀
物
の
商
売
は
、
石
町
が
一 

手

に
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

日
光
道
中
開
通
に
伴
い
、
伝

馬
町
に
隣
接
す
る
新
石
町
で

も
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
城
北
東
部

の
上
河
原
町
・
大
町
・
石
町
等

の
古
く
か
ら
の
町
場
と
合
わ
せ

て
城
西
側
に
町
が
開
か
れ
、

主
要
な
道
筋
と
な
っ
た
こ
と
で

宇
都
宮
の
宿
駅
と
し
て
の
機
能

や
商
業
的
機
能
は
飛
躍
的
に

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
宇
都
宮
城
下
の
整
備

は
、
中
世
か
ら
の
古
い
町
場
に

集
中
し
て
い
た
機
能
を
新
た
に

造
っ
た
町
に
分
散
さ
せ
る
こ
と

で
宇
都
宮
宿
全
体
の
均
質
な

発
展
を
企
図
し
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

城
下
の
大
改
造
を
行
っ
た
と

さ
れ
る
正
純
で
し
た
が
、
在
封

三
年
で
元
和
八
年
（
一六
二
二
）

に
突
然
改
易
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
わ
ず
か
三
年
間
で

正
純
に
こ
れ
だ
け
の
都
市
の
大

改
造
が
で
き
た
か
に
つ
い
て
は

検
討
の
余
地
は
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
城
下
の
整
備

は
途
上
で
あ
り
、
後
に
続
く
宇
都
宮
城
主
に
引

き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

絵
図
に
見
る
城
下
の
変
遷

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
宇
都
宮
城
・
城
下
に

関
す
る
近
世
初
期
以
前
の
文
献
資
料
は
現
在
確

認
で
き
て
い
な
い
た
め
、
発
掘
の
成
果
と
江
戸
時

代
中
期
以
降
の
資
料
に
依
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
現
在
確
認
で
き
る
最
古
の
資
料
が
「
下
野
国

宇
津
宮
図
」（
栃
木
県
立
博
物
館
蔵
）
で
、
成
立

年
代
は
慶
安
年
間
（
一六
四
八
～
五
二
）
で
奥
平

忠
昌
が
城
主
時
代
の
絵
図
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
体
的
に
空
白
の
部
分
が
見
受
け
ら
れ
、

未
完
成
の
絵
図
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
三
の
丸
の

西
方
の
堀
の
南
半
分
の
み
「
堤
」
と
記
さ
れ
、
他

の
堀
の
よ
う
に
、
水
色
の
着
色
も
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
点
で
は
堀
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
城
の
南
西
部
の
み
外
堀
が
「
堤
」
と
表
記

さ
れ
、
堀
が
城
を
取
り
囲
め
て
お
ら
ず
、
城
下
が

完
成
途
上
の
姿
が
見
て
取
れ
ま
す
。
後
世
の
宇

都
宮
城
下
絵
図
と
の
比
較
も
踏
ま
え
て
、
以
下
で

は
、
城
下
絵
図
か
ら
宇
都
宮
城
城
下
の
変
遷
過

程
に
つい
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
城
域
部
に
は
、
城
門
・
櫓
・
堀
・
土
塁

が
描
か
れ
、
城
内
に
上
級
武
家
の
屋
敷
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
後
世
の
宇
都
宮
城
下

絵
図
と
も
共
通
し
て
お
り
、
十
七
世
紀
後
半
以

降
、
城
郭
の
改
変
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

城
下
の
西
側
の
街
道
は
数
カ
所
で
鉤
の
手
に
折

れ
、
城
の
外
郭
と
町
人
の
居
住
地
と
の
間
に
位

置
す
る
広
大
な
侍
町
（
武
家
屋
敷
）
に
は
江
戸

時
代
の
城
下
町
に
特
徴
的
な
く
い
違
い
が
随
所
に

見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
町
人
居
住
地
の
外
側
に

も
足
軽
な
ど
下
級
武
士
の
組
屋
敷
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
規
則
正
し
く
並
ん
で
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
宇
都
宮
城

下
絵
図
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
、
本
図
が
描
か

れ
た
段
階
で
既
に
こ
の
よ
う
な
構
造
が
で
き
あ
が

って
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

城
外
の
侍
町
は
、
城
の
東
北
部
の
外
堀
に
近

接
す
る
地
域
（
元
石
町
）、
城
の
大
手
口
付
近
、

宇
都
宮
明
神
・
粉
河
寺
の
北
部
付
近
、
小
幡
町

の
西
北
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
注
目

さ
れ
る
地
点
が
二
カ
所
あ
り
ま
す
。
一
カ
所
は
、

元
石
町
と
大
手
口
付
近
、
小
幡
町
で
す
。
こ
の

地
域
は
、
侍
町
と
町
人
居
住
地
が
混
在
し
て
い

る
地
域
で
し
た
。
後
世
の
絵
図
を
見
る
と
、
元

石
町
は
町
人
居
住
地
に
、
大
手
口
付
近
は
元
禄

時
代
に
広
小
路
に
、
西
北
部
の
小
幡
町
は
域
外

の
侍
町
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
も
う
一
カ
所

は
、
粉
河
寺
で
す
。
土
塁
に
囲
ま
れ
た
境
内
に

武
家
屋
敷
七
軒
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
ま
す
。
中
世
以
前
の
僧
兵
の
よ
う
な
印
象

を
受
け
ま
す
が
、
奥
平
家
中
の
武
士
で
、
寺
院

の
門
前
に
存
在
し
た
僧
坊
を
そ
の
ま
ま
転
用
し

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
周
辺
の
侍
町
は
、

近
世
中
後
期
以
降
は
消
滅
し
、
農
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。

近
世
宇
都
宮
城
下
の
成
立

　

絵
図
や
後
世
に
書
か
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、

近
世
初
期
の
宇
都
宮
城
は
、
中
世
に
比
べ
て
城

郭
が
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
三
日
月
堀

を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
堀
を
新
造
し
、
土
塁
を
築

き
ま
し
た
。
そ
し
て
城
下
で
は
、
城
の
東
部
を
通

っ
て
い
た
奥
州
道
中
を
城
の
西
側
に
移
動
し
、
街

道
沿
い
に
新
た
な
町
を
開
き
ま
し

た
。
近
世
初
期
に
は
中
世
の
宇

都
宮
を
支
配
し
て
い
た
宇
都
宮
氏

ゆ
か
り
の
寺
社
、
宇
都
宮
二
荒
山

神
社
や
粉
河
寺
周
辺
に
社
家
の

居
住
地
や
僧
坊
等
、
そ
し
て
防

備
の
た
め
の
土
塁
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
武
家
屋
敷
と
町

人
居
住
地
の
混
在
す
る
な
ど
、
町

割
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
の
改
造
は
一
朝
一
夕

で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
近
世

中
後
期
に
向
け
て
徐
々
に
形
が

で
き
て
いっ
た
と
言
え
、
そ
の
基

礎
が
近
世
初
期
に
あ
っ
た
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

下野国宇津宮図  慶安年間（1648～52）  栃木県立博物館蔵

下野国宇津宮図〈拡大〉　宇都宮明神と粉河寺周辺

宇都宮地図 江戸時代と現代

町屋•町 道路藩関連地武家屋敷地社地水系土塁・石垣馬場・田畑・空地寺地
町組（太枠は組長）池上町組［ ］日野町組 大町組

特集  蒲生秀行と宇都宮城



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます
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３
月
卒
業
例
会
を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

　

平
成
30（
2
0
1
8
）年
度
を
も
っ

て
卒
業
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
第

６
期
・
７
期
う
つ
の
み
や
親
善
大
使

の
卒
業
例
会
を
３
月
20
日（
水
）、
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
30（
2
0
1
8
）年
度
に
は
、

65
人
の
メ
ン
バ
ー
が
新
た
に
増
え
、

活
気
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
卒
業
メ
ン

バ
ー
が
青
年
部
を
華
々
し
く
飛
び
立

　

婚
活
事
業「
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の

つ
ど
い
」を
３
月
17
日（
日
）、
市
内

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
男
女

と
も
17
人
の
方
が
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

今
回
も
前
回
に
引
き
続
い
て
、
参

加
者
同
士
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間

を
長
め
に
と
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
参
加
者
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
企
画
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
ス
タ
イ
ル
。「
サ
ラ
ダ
や
ド
リ

ン
ク
、
デ
ザ
ー
ト
を
取
り
に
行
く
こ

と
が
会
話
の
き
っ
か
け
に
な
り
、
多

く
の
方
と
気
軽
に
話
す
こ
と
が
で
き

た
」と
、
参
加
し
た
皆
さ
ま
か
ら
ご

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
男
女
と
も
好
印
象
だ
っ

た
方
を
記
入
し
た
カ
ー
ド
を
集
計
し

た
と
こ
ろ
、
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

つ
た
め
の
舞
台
が
整
っ
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

拡
大
メ
ン
バ
ー
は
、
自

分
が
卒
業
し
た
時
に
ど
の

よ
う
な
卒
業
例
会
が
良
い

か
を
考
え
、
入
会
し
た
て

の
メ
ン
バ
ー
が
し
っ
か
り

と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
内

容
を
考
え
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
０
円
食
堂
は

拡
大
メ
ン
バ
ー
が
自
ら
海

や
山
で
食
材
を
集
め
、
心

を
込
め
た
料
理
を
卒
業
生

に
ご
馳
走
す
る
た
め
に
企

画
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
い
つ
か
青
年

部
を
卒
業
し
ま
す
。
そ
の

時
ま
で
に
い
か
に
こ
の
青

年
部
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る

か
、心
か
ら
の
仲
間
を
し
っ

か
り
と
作
れ
る
か
を
重
点

に
お
き
、
青
年
部
の
活
動
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
３
月
卒
業
例
会
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拡
大
委
員
会　委

員
長　

梅
田　

賢
一
）

生
し
ま
し
た
。
今
回
カ
ッ
プ
ル
に
な

ら
な
か
っ
た
方
も「
ま
た
次
回
も
参

加
し
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　

私
た
ち
女
性
部
は
、
こ
れ
か
ら
も

婚
活
事
業
を
通
し
て
、
未
来
あ
る
男

女
に
お
世
話
を
焼
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（

会
長　

福
田　

泰
子
）

「
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の
つ
ど
い
」を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

宇
都
宮
ゑ
び
す
市
事
業
で
は
、
創

業
ま
も
な
い
企
業
や
、
新
商
品
を
開

発
し
た
企
業
に
対
す
る
販
路
開
拓
の

支
援
を
目
的
と
し
た
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
新
商
品
の
販
売
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

《
宇
都
宮
ゑ
び
す
市
開
催
日
》

①
市
内
中
心
部
空
き
店
舗
へ
の
出
店

 

９
月
６
日（
金
）〜
８
日（
日
）

ま
た
は
12
月
13
日（
金
）〜
15
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◎
会
場　

オ
リ
オ
ン
A
C
ぷ
ら
ざ

（
宇
都
宮
市
江
野
町
３
-10
）

◎
店
舗
面
積　

63
㎡

◎
出
店
募
集
数　

８
店
舗（
４
店
舗

×
２
回
）

※
出
店
条
件

開
催
日
す
べ
て
に
出
店
で
き
る
方
に

限
り
ま
す
。

②
秋
の
商
業
祭（
宮
の
市
）へ
の
出
店

11
月
２
日（
土
）、
３
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

◎
会
場　

バ
ン
バ
通
り

◎
店
舗
面
積　

テ
ン
ト
１
張
り（
２
・

７
ｍ
×
３
・
６
ｍ
）

◎
出
店
募
集
数　

３
店
舗

【
出
店
料
】

１
０
、０
０
０
円（
税
込
）

※
各
出
店
に
か
か
る
出
店
料
で
す
。

什
器
・
備
品
な
ど
に
か
か
る
費
用
は

各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

【
出
店
対
象
者
】

宇
都
宮
商
工
会
議
所
会
員
企
業
で
、

創
業
５
年
以
内
の
企
業
お
よ
び
、
過

去
２
年
以
内
に
新
た
な
商
品
を
開
発

し
た
企
業
な
ど
。

【
申
込
】

地
域
振
興
部
あ
て
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
ゑ
び
す
市
事
業

新
商
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
販
売
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

「ハート&ハートのつどい」運営スタッフ

３月卒業例会に参加したメンバーおよび第６・７期うつのみや親善大使

宇都宮ゑびす市事業出店風景

ク
ー
ル
ビ
ズ

　

当
所
で
は
、
５
月
か
ら
10
月
ま
で

の
６
カ
月
間
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

の
一
環
と
し
て
、
職
員
勤
務
時
の
服

装
を「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
が

変
更
し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す

とちぎん TT 証券株式会社
代表取締役副社長

金子　隆久氏
（平成 31年 4月1日付）

とちぎん TT 証券株式会社
代表取締役副社長

益丸　謙二氏

株式会社関口
代表取締役社長

関口　快太郎氏
（平成 31年 1月 26日付）

株式会社関口
代表取締役会長

関口　快流氏



会員登録
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社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務所の移動による住所の変更、代表者または
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栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
の
次
世
代
へ
の
経

営
資
源
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支

援
す
る
た
め
、
当
所
が
国
か
ら
委

託
を
受
け
た
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

当
セ
ン
タ
ー
は
栃
木
県
産
業
会
館

8
階
か
ら
7
階
に
事
務
所
を
移
転

し
ま
し
た
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

事
務
所
移
転
し
ま
し
た
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
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問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

● 

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

● 

支
援
施
策
の
紹
介

● 

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

● 

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

● 

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
〜
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
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問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
、
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

　

10
月
１
日
に
消
費
税
率
が
10
％
へ

引
き
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
食
料

品
等
の
税
率
を
８
％
と
す
る
消
費

税
軽
減
税
率
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

軽
減
税
率
制
度
で
は
消
費
税
率
が

２
種
類（
10
％
、
８
％
）に
な
る
こ
と

か
ら
、
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
の
区

分
や
価
格
表
示
方
法
の
検
討
、
請
求

書
の
様
式
変
更
等
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

事
業
者
に
と
っ
て
負
担
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

制
度
の
内
容
や
中
小
企
業
の
皆
さ
ま

へ
の
支
援
策
な
ど
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

６
月
５
日（
水
）・
６
日（
木
）

午
後
６
時
00
分
〜
７
時
30
分

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
で
実
施
し
ま

す
。

【
会
場
】

５
日（
水
）
：
姿
川
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
（
市
内
西
川
田
８
０
５-

１
）

６
日（
木
）
：
雀
宮
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
（
市
内
新
富
町
９-

４
）

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

【
内
容
】

〈
第
一
部
〉　

軽
減
税
率
制
度
の
概
要
お
よ
び
今

後
の
対
応
に
つ
い
て

〈
第
二
部
〉　

軽
減
税
率
対
策
補
助
金（
新
し
い
レ

ジ
導
入
・
シ
ス
テ
ム
改
修
）に
つ
い

て　

な
ど

【
講
師
】

〈
第
一
部
〉　

宇
都
宮
税
務
署　

担
当
者

〈
第
二
部
〉　

栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー  

高
橋  

英
基 

氏

【
定
員
】　

両
日
と
も
30
人（
先
着
順
）

【
費
用
】 

無
料

【
申
込
】 

本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
も

し
く
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
む
か
、
当
所
経
営
支
援
部
あ
て
に

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

マ
ル
経
融
資

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

宇
都
宮
商
工
会
議
所・宇
都
宮
市・

宇
都
宮
税
務
署・栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
合
同
開
催

「
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
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7-

3
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問合せ

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

E-m
ail : info@

u-cci.or.jp

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（平成31年4月25日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（平成31年4月25日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

総
務
部
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問合せ

商
工
会
議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

当
所
で
は
、
会
員
事
業
所
を
は

じ
め
地
域
事
業
者
向
け
に
有
益
な

情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る

「
商
工
会
議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」を
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
商
工

会
議
所
お
よ
び
行
政
機
関
等
が
作

成
し
た
中
小
企
業
の
経
営
に
役
立

つ
各
種
資
料
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.u-cci.or.jp

）

で「
商
工
会
議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」バ

ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
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平
成
30（
２
０
１
８
）年
度
地
域
実
態
調
査

「
人
手
不
足
に
関
す
る
実
態
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
で
は
地
域

の
実
情
や
課
題
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
、
地
域
実
態
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
１
月
〜
２
月
に
は
会

員
企
業
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査「
人
手
不
足
に
関
す
る
実
態

調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

【
調
査
概
要
】

〈
調
査
目
的
〉 

市
内
産
業
の
人
手
不

足
に
関
す
る
実
態
を
把
握
す
る
こ

（
43
件
）「
設
計
・
施
工
」（
39
件
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

②
人
手
不
足
の
理
由

　

人
手
不
足
解
消
の
た
め
に
、
92
％

の
企
業
が
直
近
３
年
間
で「
採
用
活

動
を
行
っ
た
、
行
っ
て
い
る
」と
回

答
し
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
の
理

由
を
詳
し
く
聞
く
と「
募
集
し
て
も

応
募
が
な
い
」（
89
件
）「
応
募
は

あ
る
が
自
社
の
求
め
る
人
材
で
は

な
い
」（
69
件
）と
の
回
答
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。（
図
３
）。

と
で
、
今
後
の
商
工
会
議
所
事
業

を
行
う
う
え
で
の
基
礎
デ
ー
タ
と

す
る
た
め
。

〈
調
査
期
間
〉 

１
月
21
日（
月
）
〜
２
月
15
日（
金
）

〈
調
査
対
象
〉 

市
内
の
当
商
工
会
議

所
会
員
事
業
所 

約
１
、０
０
０
件

〈
調
査
方
法
〉 

訪
問
に
よ
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
お
よ
び
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
実
施

〈
有
効
回
答
数
〉 

２
１
２
件（
回
答
率
21
・
２
％
）

③
人
手
不
足
対
策
に
つ
い
て

　

人
手
不
足
へ
の
対
策
に
は「
中
途

求
職
者
の
積
極
採
用
」（
１
１
５
件
）

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
活
用
」（
１
１
１

件
）「
定
年
退
職
後
の
再
雇
用
」（
97

件
）な
ど
の
回
答
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
３
〜
５
年
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
半
数
の
企
業
は
不
足

感
が
増
し
、
残
り
の
半
数
弱
は
現

在
と
同
程
度
の
状
況
と
い
う
回
答

で
し
た
。
人
手
不
足
の
状
況
は
今

後
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
く
こ
と
が

推
測
さ
れ
ま
す
。

地
域
実
態
調
査
結
果
報
告

【
調
査
結
果
】

1 

回
答
企
業
に
つ
い
て

　

本
調
査
の
回
答
事
業
者
は
、
資

本
金
５
、０
０
０
万
円
以
下
、
従
業

員
数
１
０
０
人
以
下
の
中
小
企
業

が
約
77
％
で
し
た
。
業
種
は「
製
造

業
」（
22
％
）「
建
設
業
」（
19
％
）

が
多
く
、
次
い
で「
卸
売
業
」「
サ
ー

ビ
ス
業
」「
小
売
業
」の
順
で
し
た

（
図
１
）。

　

従
業
員
数
を
み
る
と
、
21
〜
50

④
今
後
求
め
る
人
材
に
つ
い
て

　

現
在
ま
た
は
数
年
後
に
求
め
る

人
材
に
つ
い
て
は「
即
戦
力
と
な
る

中
途
採
用
」が
１
６
０
件
と
群
を
抜

い
て
多
く
、
続
い
て「
新
規
学
卒
者

（
高
卒
）」（
91
件
）「
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
」（
77
件
）「
市
内
新
規

学
卒
者（
短
大
・
専
門
校
卒
）」（
76
件
）

「
市
内
新
規
学
卒
者（
大
卒
以
上
）」

（
76
件
）「
市
外
新
規
学
卒
者（
大
卒

以
上
）」（
69
件
）な
ど
で
し
た（
図

４
）。「
管
理
職
経
験
者
」の
需
要
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
若
手
や
現
場

で
の
人
員
が
特
に
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

人
が
25
％
と
最
も
多
く
、
続
い
て

５
人
以
下
の
企
業
が
18
％
、
11
〜

20
人
が
15
％
、
６
〜
10
人
が
13
％

で
し
た
。

2 

人
手
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て

①
人
手
不
足
の
状
況

　

約
８
割
の
事
業
者
が
人
手
不
足

を
感
じ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
部

門
に
つ
い
て
は「
営
業
」（
65
件
）、「
製

造
」（
45
件
）「
専
門
業
務（
要
資
格
）」

⑤
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

　

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
残
業

削
減
の
た
め
の
業
務
内
容
平
準
化
」

が
最
も
多
く
１
１
２
件
で
し
た
。

次
い
で「
産
休
・
育
休
・
介
護
休
暇

等
に
よ
る
支
援
」（
98
件
）「
賃
金

体
系
の
整
備
」（
97
件
）「
退
職
金
・

年
金
制
度
」（
95
件
）「
教
育
訓
練

制
度
」（
94
件
）「
社
内
行
事
等
の

実
施
」（
91
件
）と
続
き
ま
す（
図
５
）。

回
答
企
業
が
、
社
員
の
定
着
の
た

め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

事
業
者
の
意
見
要
望
欄
で
は
、

多
く
の
事
業
者
が
人
手
不
足
の
厳

し
さ
に
苦
慮
し
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
後

に
も
不
安
を
抱
い
て
お
り
、
解
決
に

つ
な
が
る
施
策
や
、
業
種
ご
と
の

成
功
事
例
の
情
報
を
求
め
る
声
が

多
く
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
報
告
書
全
文
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

当
所
Ｈ
Ｐ　

http://w
w

w
.u-cci.or.jp

問合せ

そ
の
他

経
営
・
企
画

研
究
開
発

経
理
・
財
務

人
事
・
総
務

設
計
・
施
工

専
門
業
務

（
要
資
格
）

製
造

営
業

人手不足の部門・業務

現在または数年後に求める人材

魅力ある職場づくりのために取り組んでいること （複数回答可）

人手不足の理由 （複数回答可）

そ
の
他

管
理
職
経
験
者

再
雇
用

新
規
学
卒
者

（
市
外
の
短
大
・
専
門
校
卒
）

新
規
学
卒
者

（
市
外
の
大
卒
以
上
）

新
規
学
卒
者

（
市
内
の
大
卒
以
上
）

新
規
学
卒
者

（
市
内
の
短
大
・
専
門
校
卒
）

パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト

新
規
学
卒
者（
高
卒
）

即
戦
力
と
な
る

中
途
採
用

そ
の
他

特
に
実
施
し
て
い
な
い

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

明
確
な
人
事
評
価
制
度

永
年
勤
続
表
彰
等
の

社
内
表
彰
制
度

社
内
行
事
等
の
実
施

教
育
訓
練
制
度

（
人
材
育
成
・
外
部
研
修
）

退
職
金
・
年
金
制
度

賃
金
体
系
の
整
備

産
休
・
育
休
・

介
護
休
暇
等
に
よ
る
支
援

残
業
時
間
削
減
の
た
め
の

業
務
内
容
平
準
化

製造業
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160
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98 97 95 94 91

65
53

43

65

22 %

建設業
19 %

卸売業 14 %
サービス業12 %

情報通信業

11 %

飲食業

4 %
運輸業・郵便業 4 %
金融・保険業

2 %

小売業

1 %不動産業
宿泊業 1 %

1 %
1 %医療・福祉業

その他
8 %

45 43 39

17
13 10 9

33

14
912

32

46

69

89

49

27

13
6

91

77 76 76
69

60 60

21

6

120

100

80

60

40

20

0

そ
の
他

管
理
職
の
退
職

育
児
・
介
護
な
ど
に
よ
る

休
職
者
・
時
短
労
働
増
加

中
堅
社
員
の
退
職

仕
事
量
の
増
加

若
手
社
員
の
早
期
退
職

応
募
は
あ
る
が

自
社
の
求
め
る
人
材
で
な
い

募
集
し
て
も
応
募
が
な
い

図3

図4

図5

図2

回答企業の業種図1



商工会議所共済制度

1415 May  2019

収容人数

申込方法

駐車場

約70人
（教室型）

会議室の貸出概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机などを移動させた場合は、現状復帰する

●予約については、３カ月以内とさせていただきます。
●会議室の空き状況を電話でご確認の上、ご予約ください。
●使用規則・同意書・申込書は、ＦＡＸまたは郵送させていただきますので、
 　電話予約時にお申し出ください。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/kashikaigishitsu/）から
  ダウンロードもできます。
〈申し込み：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

会議室の使用時間・料金（消費税8%込）

使用時間区分 9:00～17:00

10,800円

16,200円

9:00～12:00

5,400円

8,640円

13:00～17:00

5,940円

9,720円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客さまが
ご利用されますので、駐車できない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工
業

者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講
習

会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な
ど
を
開

催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
議
室

の
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

　

約
70
人
収
容（
教
室
型
）で
、
テ
ー

ブ
ル
、
イ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
今
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す

い
会
議
室
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

会
議
室
の
貸
出
　

約７０人収容（教室型）の貸会議室

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部 

共
済
担
当

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
定
期
保
険

 （
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
所
で
は
、４
月
15
日（
月
）か
ら

６
月
28
日（
金
）に
か
け
て
、定
期
保

険（
団
体
型
）の
引
受
会
社
で
あ
る

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
共
同
で
、ベ

ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制

度
は
、経
営
者
・
役
員
の
皆
様
の
保

障
や
退
職
金
準
備
金
の
ほ
か
、入

院
・
介
護
・
老
後
に
備
え
た
さ
ま
ざ

ま
な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る

も
の
で
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、会
員
の

皆
さ
ま
に
制
度
の
内
容
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、当
所
職
員
と
ア

ク
サ
生
命
の
社
員
が
ご
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

す
の
で
、こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。ご
相
談
い
た
だ
い

た
方
に
は「
雷
都
物
語 

黒
糖
ご
ま
サ

ブ
レ
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

会
報
天
地
人
４
月
号
記
事
に

て
、プ
レ
ゼ
ン
ト
品「
雷
都
物
語　

栃
木
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
」の
提
供
企

業
名
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

正
： 

御
菓
子
司　

桝
金

誤
：
㈲
髙
林
堂

お
詫
び
と
訂
正

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
で
運
営
し
て
い
る
組
織

で
す
。

　

な
お
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

保
険
を
ご
成
約
い
た
だ
い
た
方
に

は「
雷
都
物
語 

栃
木
い
ち
ご
ジ
ャ

ム
」、共
済
を
ご
成
約
い
た
だ
い
た

方
に
は「
雷
都
物
語 

黒
糖
ご
ま
サ

ブ
レ
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

「
保
険
証
券
確
認
」を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
険
内
容

が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど
う

か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

新
規
成
約
に
は
、
雷
都
物
語
か
ら
セ
レ
ク
ト
し
た
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　宇都宮産の有精卵を使用し、
黒砂糖ベースにゴマを織り交ぜ、
自然の材料を生かした芳しいサ
ブレです。
　まろやかな甘みも加えてお子
さまにも安心して召し上がってい
ただけます。

㈱雅洞

雷都物語
黒糖ごまサブレ

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■企業年金相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ 総務部

■税務相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員 税理士　
問合せ 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、 相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）

日　時 5月14日（火）、6月11日（火）　午後１時30分〜４時30分
受　付 当日受付　午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、 不渡手形の処理方法、
 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員 弁護士 
問合せ 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）

日　時 5月17日（金）　午後１時３０分〜４時３０分
受　付 事前予約　午後１時〜４時
内　容 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員 弁理士 
問合せ 経営支援部　
※事前に栃木県産業振興センター（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

法律相談・ 1 日知財窓口
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

相談
無料

ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

5月の
ふれあい共済等

口座振替日

5月22日（水）

　完熟した苺「とちおとめ」
の風味をそのままに、桝金
独自の製法で極上のジャム
に仕上げました。

御菓子司　桝金

雷都物語
栃木いちごジャム
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

■
投
稿
先

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所

 

会
報
「
天
地
人
」

 

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

十
連
休
な
ど
驚
か
ぬ
高
令
者

握
り
飯
母
は
最
後
に
指
を
食
べ

町
の
灯
の
消
え
た
と
こ
か
ら
夜
と
な
る

も
て
な
し
に
だ
ん
だ
ん
和
む
腹
の
虫

追
伸
が
本
文
よ
り
も
長
く
な
る

木ぼ

け瓜
咲
い
て
年
寄
り
言
葉
確
か
め
る

年
寄
り
も
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
美
人
の
湯

こ
の
唄
に
い
つ
か
合
っ
て
る
母
の
声

年
寄
り
の
何
か
と
言
え
ば
鍋
と
い
う

西
宮　
　

久

中
里　

三
郎

碓
氷　

正
和

鈴
木　
　

茂

佐
藤　

隆
久

福
士
美
枝
子

渡
辺　

眞
左

山
口　

イ
ネ

福
田　
　

弘
（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

第
260
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
週
に
一
度
の
朝
寝
恋
し
き

〈
評
〉
時
に
は
思
う
白
魚
の
指

〈
評
〉
満
月
の
下
人
は
そ
れ
ぞ
れ

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
企画展「下野の鎌倉街道－道を行き交う人と物」
6月16日（日）まで
　関東武士の都鎌倉。奥州藤原氏の平泉。そして下野の宇都宮、小山、
足利。中世都市の繁栄を支えたのは道と道を行き交う人と物だった。
鎌倉街道の姿と中世を生きた人々の足跡をたどる。（同館チラシより）
一般=250円／大・高校生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「視覚の共振・勝井三雄」
6月2日（日）まで
　長年にわたり宇都宮美術館のCIを推進してきた勝井三雄の活動を
通じて、当館が主眼とする「20世紀のアートデザイン」を視覚伝達
の観点からひもとく。

（同館チラシより）
一般=800円／大・高校生=600円／中・小学生=400円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「画中のよそおい」
6月16日（日）まで
　古今東西、人は自らのよそおいに工夫を凝らし、楽しんできた。
本展では、イギリスフランスを主体とした近代西洋から現代日本ま
での美術品にあらわれたファッションについて、当館所蔵品を中心
に紹介する。（当館HPより）
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料

応募先 〒320－0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
〜
H
の
文
字
を
並
べ
換
え
て
あ
る
言
葉
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
ヒ
ン
ト
〉 

３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、旅
の
味
わ
い
を
楽
し
め
た

	

こ
れ
が
さ
ら
に
消
え
て
し
ま
い
残
念
の
限
り

1.
2.
3.
4.
5.
7.

11.
13.
14.
15.
19.

1.
6.
7.
8.
9.

10.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
20.
21.

一般の人々が日常生活に使う実用的な工芸品。柳宗悦の造語
この季節、麦の収穫が盛んなところからこうとも呼ばれます
知っていても知らないふりをすることを「○○を切る」などと
学力の向上には○○○○、復習が欠かせませんね
建築家の磯崎新さんが受賞した「建築のノーベル賞」とも言われる「○○○○○賞」
低速では電動で高速ではガソリンエンジンと、電力源を使い分ける「○○○○○○カー」

「しょうゆ」を英語で言うと？
社団○○○○、財団○○○○、公益○○○○、学校○○○○、宗教○○○○など
正方形の別の言い方は？
花は秋ですが、この時期の若葉は天ぷらやゴマあえで食べる野草
よく言います。「出る○○は打たれる」

尾瀬ではもうすぐこの花が咲き出しますね。大田原でも見られます
この時期、値上げラッシュで○○○にも大きな影響が……
仕事に忙殺されて腰や背中に○○が出て辛い人も
社会運動家平塚雷鳥が雑誌「青踏」「○○○女性は太陽であった」と
ただひとつだけでそれ以外にはないこと「○○○○無二」の四字熟語も

「タンカー」を日本語で言うと「○○○船」
「上司」の反対語は？
お坊さんや尼さんの着る法衣。「ほうえ」とも言う
寺山修司の代表作「毛皮の○○○」美輪明宏の主演でたびたび公演
タテのカギ１の価値は「○○の美」にあると言われています
満を持して登板した投手がメッタ打ちにされて自信○○○○に陥ってしまう
米大リーグは「○○○○リーグ」と「マイナーリーグ」がありますね
家を継ぐべき人。「あとつぎ」とも
タンドール（円筒形焼釜）で焼くインドのパン
アラビア地方などの伝統的な市場。国によって「バザール」とも

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

● 

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ

　

し
上
げ
ま
す
。

 

締
め
切
り
5
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

 

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
聞
・
雑
誌
の
誤
報
や
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
現
代
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
う
わ
さ
や
流り

ゅ
う

言げ
ん

蜚ひ

語ご

が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。情
報
過
多
の
時
代
で
あ
る
と
い
っ

て
も
決
し
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

著
者
は「
メ
デ
ィ
ア
流
言（
新
聞
・
雑

誌
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
広
ま
る
、

あ
い
ま
い
な
情
報
）」が
社
会
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
、
関

東
大
震
災
や
二・二
六
事
件
な
ど
の
報
道

や
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
情
報
統
制
、

最
近
の
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
例
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は

さ
し
ず
め
、
流
言
か
ら
見
た
日
本
近
代

史
で
す
。

　

歴
史
を
知
る
こ
と
で
、「
ポ
ス
ト
真
実

の
時
代
」に
必
要
な
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

-

本
書
は
そ
う
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

『
流
言
の
メ
デ
ィ
ア
史
』

佐
藤
　
卓
己［
著
］

岩
波
新
書

９
０
０
円
＋
税

冬
が
お
わ
り
、
春
が
は
じ
ま
る
。

眠
り
か
ら
醒
め
、
歩
き
出
そ
う
。

新
し
い
道
へ
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　1975 年熊本生まれ。東京理科大学卒業
後、ＮＴＴに就職。約 3 年後に書道家とし
て独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世
界遺産「平泉」など、数々の題字を手掛ける。
講演活動やメディア出演、著書出版も多数。
2013 年度文化庁から文化交流使に任命さ
れ、ベトナム・インドネシアにて、書道ワー
クショップを開催。15 年には、カリフォル
ニアにて個展開催、17 年にはワルシャワ大
学にて講演など、世界各国で活動する。

公式ブログ ｢書の力｣：http://ameblo.jp/souun/
公式サイト：http://www.souun.net/
感謝 69：http://kansha69.com/

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「始春」

　

会
報「
天
地
人
」で
は
、
会
員
の
皆

様
の
情
報
を
掲
載
す
る「
会
員
情
報

局
」コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
業
務
内
容
紹
介
」「
新
製
品
開
発

情
報
」「
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
」

な
ど
、
情
報
提
供
の
窓
口
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

誌
面
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
順

等
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
掲
載
内
容
】

事
業
所
名
、
業
種
、
所
在
地
、
連
絡
先
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
、
紹
介
文

【
掲
載
字
数
】

紹
介
文
３
５
０
字
以
内（
様
式
は
自
由
）

【
掲
載
写
真
】

社
屋
の
写
真
や
商
品
の
写
真
、
地
図

な
ど（
自
社
製
品
の
以
外
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
は
除
く
）

※
掲
載
は
、
原
則
と
し
て
１
会
員
１

回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
込
書
は
宇
都
宮
商
工
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

「
会
員
情
報
局
」コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

総
務
部　

天
地
人
担
当

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

http://w
w

w
.u-tenchijin.com

問合せ
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五
月
十
五
日（
水
）　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
田
舞
祭（
宇
都
宮
市
）

　

神
領
地
だ
っ
た
宇
都
宮
市
関
堀
町
堀
米
地

区
の
農
家
六
軒
が
、
世
襲
的
に
伝
承
し
て
き

た
田
楽
舞
。
演
じ
手
は
長
男
に
限
定
さ
れ
る
。

春
渡
祭
、
冬
渡
祭
の
際
も
奉
納
。
伝
統
と
格

式
が
感
じ
ら
れ
る
神
事
で
あ
る
。

五
月
十
七
日（
金
）～
十
八
日（
土
）　

日
光
東
照
宮
春
季
例
大
祭（
日
光
市
日
光
）

　

日
光
東
照
宮
の
数
あ
る
行
事
の
中
で
、
最

も
華
や
か
で
盛
大
な
の
が
十
八
日
に
行
わ
れ

る
百
物
揃
千
人
武
者
行
列
。
春
季
例
大
祭
の

中
心
と
な
る
も
の
で
、
秋
に
も
行
わ
れ
る
。

氏
子
た
ち
千
人
あ
ま
り
が
絢
爛
豪
華
な
衣
装

を
ま
と
い
、
二
荒
山
神
社
か
ら
御
旅
所
ま
で

練
り
歩
く
様
は
圧
巻
。
十
八
日
に
は
、
石
鳥

居
前
の
表
参
道
で
流
鏑
馬
が
奉
納
さ
れ
る
他
、

御
旅
所
で
八
乙
女
の
舞
が
行
わ
れ
る
。

五
月
二
十
六
日（
日
）　

御
神
火
祭（
那
須
町
）

　

妖
狐「
九
尾
の
狐
伝
説
」に
ち
な
み
殺
生
石

を
舞
台
に
行
わ
れ
る
。
赤
々
と
大
松
明
が
灯

さ
れ
る
中
、
狐
に
扮
し
た
奏
者
に
よ
る
九
尾

太
鼓
の
演
奏
が
見
ど
こ
ろ
。
祭
り
の
参
加
者

や
観
客
に
は
、
狐
メ
イ
ク
が
施
さ
れ
る
。
ま

た
同
日
、
殺
生
石
付
近
で
教
伝
地
蔵
の
供
養

祭
と
千
体
地
蔵
の
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
る
。

六
月
一
日（
土
）～
二
日（
日
）　

平
家
大
祭（
日
光
市
湯
西
川
）

　

平
家
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る
湯
西
川
温
泉

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
武
者
行
列
。
平
安
時
代

の
装
束
を
着
け
た
女
人
列
が
そ
の
あ
と
に
続

く
。
一
日
は
前
夜
祭
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
員  

柏
村  

祐
司

第30回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20195月 〜   6月 皐月─水無月

（写真提供：柏村祐司『栃木の祭り』より）

　

第
二
次
世
界
大
戦
前
、
宇
都
宮

市
は
軍
都
と
し
て
賑
わ
っ
た
。
宇

都
宮
市
が
軍
都
と
し
て
発
展
す
る

き
っ
か
け
は
、
日
露
戦
争
後
の
明

治
四
十（
一
九
〇
七
）年
十
一
月
、

兵
庫
県
姫
路
に
凱
旋
し
た
陸
軍
第

十
四
師
団
を
宇
都
宮
市
に
誘
致
し

た
こ
と
に
よ
る
。
当
時
の
宇
都
宮

市
は
人
口
約
四
万
人
で
、
こ
れ
と

い
っ
た
産
業
が
無
く
、
経
済
発
展

が
見
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

十
四
師
団
を
誘
致
す
れ
ば
、
多
く

の
施
設
が
出
来
、
多
く
の
兵
士
が

や
っ
て
来
れ
ば
経
済
的
に
潤
う
と
の

こ
と
で
、
市
民
上
げ
て
誘
致
運
動

を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
十
四
師
団
の
宇
都
宮
移
駐
が

決
ま
る
と
明
治
四
十
一（
一
九
〇
八
）

年
十
一
月
に
各
部
隊
に
先
立
っ
て

歩
兵
六
十
六
連
隊
が
や
っ
て
来
た
。

そ
の
後
第
十
四
師
団
司
令
部
、
第

二
十
八
旅
団
司
令
部
、
騎
兵
十
八

連
隊
、
野
砲
兵
第
二
十
連
隊
、
輜

重
兵
第
十
四
大
隊
、
歩
兵
五
十
九

連
隊
等
が
や
っ
て
来
て
軍
都
と
し
て

の
体
制
が
整
っ
た
。

　

現
在
、
宇
都
宮
中
央
女
子
高
内

に
あ
る
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
歩
兵

六
十
六
連
隊
の
厨
房
・
食
堂
・
米
庫
・

浴
場
等
の
施
設
を
備
え
た
建
物
と

し
て
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

建
物
は
切
妻
・
平
屋
建
て
で
、
基

礎
は
割
栗
石
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上

に
レ
ン
ガ
を
積
み
芦
野
石
を
化
粧

台
に
置
き
、
外
壁
は
イ
ギ
リ
ス
積

の
レ
ン
ガ
造
で
、
屋
根
は
木
造
ト
ラ

ス
ト
構
造
の
小
屋
組
に
腰
屋
根
を

乗
せ
て
い
る
。
大
き
さ
は
、
南
北

に
約
二
六
㍍
、
東
西
に
約
九
㍍
で

あ
る
が
、
建
築
当
初
は
今
よ
り
も

規
模
が
大
き
く
南
北
に
約
八
二
㍍

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
建
物
は
、
建
築

後
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
。
最

初
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
世

界
的
な
軍
縮
に
よ
る
歩
兵
六
十
六

連
隊
の
廃
止
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

六
十
六
連
隊
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
、

大
正
十
四（
一
九
二
三
）年
で
、
そ

の
後
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
含
め
兵
営

地
は
し
ば
ら
く
空
き
地
と
な
っ
て

い
た
。
昭
和
三（
一
九
二
八
）年
、

兵
営
地
跡
に
市
内
松
原
に
あ
っ
た

栃
木
県
師
範
学
校
が
移
転
さ
れ

た
。
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
そ
の
ま

ま
六
十
六
連
隊
当
時
と
同
じ
く
厨

房
、
食
堂
、
浴
場
と
し
て
使
わ
れ

た
。
昭
和
二
十
四（
一
九
四
九
）年
、

国
立
学
校
設
置
法
施
行
に
伴
い
、

師
範
学
校
は
新
制
宇
都
宮
大
学
へ

と
統
合
さ
れ
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は

学
芸
部
の
理
科
実
験
室
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
七（
一
九
五
二
）

年
、
学
芸
学
部
が
峰
町
に
移
転
し

た
た
め
、
再
び
空
き
家
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

今
日
の
宇
都
宮
中
央
女
子
高
の

施
設
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
一

（
一
九
五
六
）年
、
市
内
松
原
か
ら

宇
都
宮
松
原
女
子
高
校
が
移
転
し

て
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
松
原
女

子
高
は
、
翌
年
宇
都
宮
中
央
女
子

高
と
し
て
改
称
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
時
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
ま
だ

建
築
当
初
の
規
模
で
あ
っ
た
。
中

央
女
子
高
に
隣
接
し
て
県
立
聾
学

校
が
設
置
さ
れ
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の

西
側
三
分
の
二
が
聾
学
校
使
用
と

な
っ
た
。
そ
れ
が
昭
和
五
十
年
代

に
取
り
壊
さ
れ
、
中
央
女
子
高
側

三
分
の一だ
け
が
残
っ
た
。
今
日
見

る
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
姿
で
あ
る
。

　

中
央
女
子
高
で
は
、
昭
和
三
十
五

年
ま
で
理
科
実
験
室
に
、
そ
の
後

は
運
動
ク
ラ
ブ
の
部
屋
や
倉
庫
と

し
て
使
用
さ
れ
た
。
平
成
十
二
年
、

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
が
、
第
十
四
師
団

の
施
設
と
し
て
は
唯
一の
遺
構
で
あ

り
、
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
と

し
て
国
の
登
録
文
化
財
と
な
っ
た
。

平
成
十
三
年
改
修
新
築
し
、
現
在

は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。
戦
争
と
平
和
の
狭
間

で
こ
れ
だ
け
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ

た
建
物
は
少
な
い
。
ま
さ
に
歴
史

的
遺
構
で
あ
る
。

多目的ホールに改修された内部

改修後の赤レンガ倉庫 軍
都
の
面
影
を
残
す

宇
都
宮
中
央
女
子
高
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
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ご予約いただいたお客さまにはお弁当の配達も（写真は2,500円）

落ち着いた佇まいにも、癒されます

四季料理　はな坊　宇都宮市今泉２-10-13　☎050-3461-07435

営業時間／〈ランチ〉11:30～14:00（毎日）　〈ディナー〉17:00～22:30（土は22:00）　
定休日／日曜日（祝祭日は営業）　「ぐるなび」 https://r.gnavi.co.jp/n3nnzt7x0000/

四季折々のおいしさを盛り込んだ料理と、こまやかな接客がすばらしいお店です。わたしが

推薦します ！
足利銀行
専務取締役

清水  和幸さん

ま
す
。

　

1
9
9
4
年
に
開
店
し
、
今
年
で
25
年
目
を

迎
え
た
「
は
な
坊
」
を
切
り
盛
り
す
る
の
は
、

九
州
出
身
の
小
平
つ
る
女
将
と
、
鹿
沼
市
生
ま
れ

の
小
平
清
一
板
長
で
す
。
宇
都
宮
で
唯
一
無
二
の

お
店
と
な
る
よ
う
に
祭
り
用
語
の
「
華
棒
」
に

あ
や
か
り
、
は
な
坊
と
い
う
店
名
を
つ
け
ま
し
た
。

お
互
い
に
助
け
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

店
を
盛
り
立
て
て
来
ま
し
た
。

　

当
初
は
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
北
に
あ
る
篠
原
家
住

宅
の
近
く
に
お
店
を
構
え
ま
し
た
が
、
駐
車
場
が

な
く
、
店
舗
も
手
狭
で
あ
っ
た
た
め
、
17
年
前
に

現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
大
小
の
個
室
が
11
室
。
い
ず
れ
も

〝
和
〟の
味
わ
い
を
大
切
に
し
た
、
落
ち
着
き
あ

る
室
内
で
す
。
足
腰
の
弱
っ
た
高
齢
者
に
喜
ば
れ

る
テ
ー
ブ
ル
席
の
部
屋
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
１

人
で
ご
来
店
の
方
の
た
め
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
席
も

あ
り
ま
す
。

　
「
移
転
し
て
、
念
願
の
完
全
個
室
に
掘
り
ご
た

つ
も
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
4
室
）。
楽
な

姿
勢
で
お
料
理
や
お
酒
を
味
わ
い
な
が
ら
、
談
ら

ん
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
話
す
女
将
で
す
。

こ
が
本
当
に
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
近
く
？
と

驚
く
く
ら
い
、
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
が
魅

力
的
な
日
本
料
理
の
店「
四
季
料
理　

は
な
坊
」。

さ
り
げ
な
い
構
え
の
玄
関
の
暖
簾
を
く
ぐ
る
と
、

優
し
い
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
の
声
に
心
が
和
み

　宇都宮中央支店の支店長時代からお世話になっていますから、通い始めてもう10年以上になります
ね。ＪＲ宇都宮駅に近いので、東京からこられたお客さまを接待する時に、利用させていただいています。
おいしいお食事とお酒を味わって、皆さん大変喜ばれます。
　メニューは四季折々で工夫されているので、飽きることがありません。私は特にフグ料理が好きですね。
でも、何を食べても満足できるのは、味だけでなくお店の皆さんの対応がすばらしいからでしょう。無理
なお願いをしても、笑顔で応じてもらっています。これからも無理を言うと思いますが、ぜひよろしく！

月
ご
と
に
変
わ
る
メ
ニュ
ー
に
は

必
ず
走
り
の
も
の
を

あなたの

粋な

おもてなし
05

四季料理
はな坊

　

毎
日
の
ラ
ン
チ
は
1
0
8
0
円
～
2
7
0
0

円
で
品
数
も
豊
富
。
何
よ
り
、
季
節
の
味
わ
い

を
中
心
に
組
み
立
て
た
献
立
で
す
か
ら
、
人
気

が
高
い
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　

デ
ィ
ナ
ー
も
旬
の
素
材
を
使
っ
て
、
コ
ー
ス
料

理
を
中
心
に
提
供
。
素
材
は
も
ち
ろ
ん
板
長

が
厳
し
く
吟
味
し
ま
す
。

　
「
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

季
節
の
走
り
の
も
の
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
板
長
。
も
ち
ろ
ん
旬
の

食
材
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
お
客
さ
ま
の
要
望
に

は
で
き
る
だ
け
対
応
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。

　
「
料
理
の
説
明
は
、
お
客
さ
ま
の
邪
魔
に
な

ら
な
い
範
囲
で
、
で
き
る
だ
け
て
い
ね
い
に
お

話
し
し
て
い
ま
す
。
栃
木
県
に
こ
ん

な
に
お
い
し
い
も
の
が
あ
る
の
か
、
と

知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
う
れ
し
い
で

す
ね
」

　

お
店
の
お
も
て
な
し
だ
け
で
な
く
、

お
弁
当
の
仕
出
し
（
1
6
2
0
円
～

3
2
0
0
円
）
に
も
対
応
し
て
お
り

ま
す
。い
つ
も
賑
わ
い
の
絶
え
な
い「
は

な
坊
」。
大
切
な
方
の
お
も
て
な
し

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

女将の小平つるさん（左）と
板長の小平清一さん（右）

　

食
品
・
日
用
品
や
商
業
施
設
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
ヒ
ッ
ト

商
品
の
多
く
は
女
性
が
け
ん
引
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
商
品
企
画
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
係
者
の
間
で

は
常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

発
の
商
品
で
も「
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
つ
く
り
ま
し
た
」と
い
う
も
の

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
い
つ
も
感
じ
る
の
は「
女

性
向
け
に
つ
く
っ
て
い
る
」け
れ
ど
、

「
女
性
が
求
め
て
い
な
い
商
品
」も

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
な
ぜ
女
性
が
ヒ
ッ
ト

商
品
を
生
む
起
点
に
な
っ
て
い
る

の
か
？　

か
ら
少
し
深
く
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
私
は
、
現
代
の
日

本
に
お
い
て
女
性
の
方
が
、
不
便

で
生
き
づ
ら
く
、
日
常
に
多
く
の

不
満
を
感
じ
る
環
境
に
あ
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば「
時
短
」

と
い
う
ヒ
ッ
ト
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
て
も
、
働
く
女
性
は
一
般
的
に

お
化
粧
に
毎
日
時
間
を
取
ら
れ
ま

す
。
男
性
は
す
っ
ぴ
ん
で
髪
の
毛

が
ボ
サ
ボ
サ
で
も
ま
だ
許
さ
れ
ま

す
が
、
女
性
は
そ
う
は
い
か
な
い

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
男
性
よ

り
一
日
の
時
間
が
不
足
し
ま
す
。

ま
た
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
女

性
は
、
現
実
に
は
多
く
の
家
事
を

女
性
が
担
っ
て
い
る
た
め
、
さ
ら

に
強
く
時
短
を
求
め
る
環
境
に
あ

り
ま
す
。

　

ヒ
ッ
ト
商
品
が
生
ま
れ
る
パ

タ
ー
ン
と
し
て「
消
費
者
の
不
満

や
不
便
を
解
消
し
た
か
ら
売
れ

た
」と
い
う
方
程
式
が
あ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。
正
直

言
っ
て
売
れ
な
い
だ
ろ
う
な
と
心

の
中
で
思
い
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
定
め
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
企

画
し
た
り
開
発
し
た
り
す
る
こ
と

自
体
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
大
切
な
必
要
条
件
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

以
前
、
と
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技

団
体
が
女
性
の
観
客
を
増
や
そ
う

と
し
て
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ゲ
ー
ト
の

一
部
を
ピ
ン
ク
色
に
塗
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近

だ
と
建
築
業
界
が
女
性

の
就
労
比
率
を
上
げ
よ

う
と
、
工
事
現
場
に
パ

ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
を
備
え

た
ト
イ
レ
を
設
置
す
る

と
い
っ
た
試
み
を
し
て
、

物
議
を
醸
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
男
性
目
線

の
思
い
込
み
に
よ
る
企

画
だ
っ
た
の
で
は
な
い

こ
う
し
た
機
能
面
だ
け
で
な
く
、

最
近
は
ス
ト
レ
ス
解
消
や
癒
や
し

と
い
っ
た
心
理
面
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
も
の
も
ヒ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

女
性
に
は
こ
う
し
た「
解
消
し
た
い

不
満
や
不
便
、
不
安
、
ス
ト
レ
ス
」

が
現
実
に
男
性
よ
り
も
多
い
こ
と

が
、
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
ん
で
い
る

要
因
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
商
品
を
企
画
開
発
す
る

と
き
は
、
単
に「
女
性
が
好
き
そ
う

な
色
や
形
、
デ
ザ
イ
ン
を
整
え
れ

ば
よ
い
」と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

本
質
的
に
は
、
女
性
の
持
つ
ど
の

よ
う
な
不
満
や
不
便
、
不
安
、
ス

ト
レ
ス
に
そ
の
商
品
が
向
き
合
っ

て
い
る
か
が
問
題
な
の
で
す
。
女

性
が
感
じ
て
い
る
問
題
点
は
男
性

に
は
想
像
も
で
き
な
い
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
を
知
る

に
は
女
性
に
聞
く
し
か
な
い
の
で

す
。
ま
た
、
女
性
と
い
っ
て
も
年

齢
や
年
収
、
職
業
上
の
立
場
や
住

ん
で
い
る
地
域
、
雇
用
形
態
、
既

婚
か
未
婚
か
、
子
ど
も
の
有
無
、

家
族
構
成
は
？　

な
ど
な
ど
、
実

に
多
様
に
そ
の
ニ
ー
ズ
は
細
分
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
ま
で
、
き
ち
ん
と
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
想
定
し
て
商
品
企
画
を
進
め

な
い
と
、
ピ
ン
ト
外
れ
な
も
の
を

つ
く
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　１９８６年筑波大学大学院理工学研
究科修士課程修了。同年日本経済
新聞社入社。全国各地のものづくり
企業、自治体、地域商社やＤＭＯな
どを取材、地域に持続的に稼げるビジ
ネスをつくることをテーマにした著書『地
方発ヒットを生む逆算発想のものづく
り』がある。全国の商工会議所など
で地域活性化や名産品開発を支援す
る講演などを実施している。

渡辺 和博／わたなべ・かずひろ

「『
女
性
向
け
に
つ
く
り
ま
し
た
』の
落
と
し
穴
」

日
経
Ｂ
Ｐ
社「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー

渡
辺 

和
博

こ 　
企
業
経
営
者
や
幹
部
の
方
々
に「
お
も
て
な

し
」で
利
用
さ
れ
る
名
店
を
推
薦
し
て
い
た
だ

き
、
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
第
５
回
目
は

日
本
料
理
の
店「
四
季
料
理
　
は
な
坊
」に
う
か

が
い
ま
し
た
。
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キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　MITO

5月
May

MAEBASHI

題字：第16代会頭  藤井 清氏 揮毫
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　今月の特集は、蒲生秀行と宇都宮城です。安土
桃山時代から江戸時代にかけて活躍した蒲生秀
行。父の急逝で10代の若さで家督を継ぎ、大変
な苦労があったと思います。
　経営に置き換えれば「事業承継」に通ずる部分が
あると思います。ノウハウや財産を引継ぐことも重要ですが、
後継者が周囲からリーダーと認められる基盤を作ることが重
要です。
　令和時代の課題とも言える事業承継も、過去の歴史からそ
の解決策を見つけることができるかもしれませんね。
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「
第
４
回
水
戸
黄
門
漫
遊

マ
ラ
ソ
ン
」の
エ
ン
ト
リ
ー

が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス

は
、
南
町
２
丁
目
交
差
点

を
ス
タ
ー
ト
し
、
日
本
三

名
園
の
一
つ
偕
楽
園
や
千

波
湖
な
ど
の
名
所
を
巡
り
、

ゴ
ー
ル
の
茨
城
県
三
の
丸

庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
者
に
は
水

戸
徳
川
家
家
紋
入
り
の
記

念
メ
ダ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
エ
ン
ト

リ
ー
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

　

前
橋
で
は
緑
に
囲
ま
れ

た
敷
島
公
園
で「
ば
ら
園
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
バ
ラ
ガ
イ
ド
に

よ
る
園
内
案
内
の
ほ
か
、

バ
ラ
の
苗
木
や
草
花
の
直

売
、
物
産
展
等
が
行
わ
れ

日
没
か
ら
午
後
8
時
30
分

ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

爽
や
か
な
こ
の
季
節
、

春
バ
ラ
の
香
り
に
包
ま
れ

る
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

第４回 水戸黄門漫遊マラソンエントリー募集中 　敷島公園ばら園まつり

日時／2019年5月18日（土）～ 6月9日（日）
場所／群馬県前橋市敷島町262

アクセス／前橋ICよりお車で約15分
料金／無料　駐車場／有り

問合せ／敷島公園ばら園　☎027-232-2891　　　
　　　　  前橋市公園管理事務所　☎027-225-2116

日時／2019年10月27日（日）9：00~
メイン会場／茨城県三の丸庁舎広場（〒310-0011茨城県水戸市三の丸1丁目5-38）

申込期間／６月２８日（金）まで（ホームページからのエントリーのみ・定員になり次第締め切り。）
※各種目の定員・参加費用・スタート時間など、詳細は事務局にお問い合わせいただくか、ホームページからご確認ください。

問合せ／水戸黄門漫遊マラソン実行委員会事務局（水戸市市民協働部スポーツ課内）
〒310-8610 茨城県水戸市中央1-4 -1

☎029-303-7808（月～金／9：00～17：00 祝日を除く）
Mail／info@mitokomon-manyu-marathon.com

URL／https://mitokomon-manyu-marathon.com

敷島公園ばら園まつり

第４回 水戸黄門漫遊マラソン

平
成
30（
２
０
１
８
）年
度「
第
２
回
新
商
品
・
新
サ

ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」を
３
月
11
日
に
開
催

し
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
３
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
株
式
会
社
ク
ロ
サ

キ
の
キ
ッ
ズ
専
用
シ
ャ
ン
プ
ー
で
す
。

キッズ専用シャンプー
「あわわのわ」

合同プレス発表会で発表する黒﨑正隆支社長

キッズ専用シャンプー
「あわわのわ」

「あわわのわ」
クラウドファンディング

（Readyfor）

株式会社 クロサキ

　

理
美
容
器
材
総
合
卸
の
㈱
ク
ロ

サ
キ
は
、
１
９
０
７
年
創
業
の
老

舗
企
業
。
理
美
容
店
へ
の
商
品
提

供
を
軸
に
、
経
営
支
援
や
人
材
育

成
の
お
手
伝
い
な
ど
、
業
務
内
容

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
同
社
は
商
品
の
自
社
開

発
に
も
力
を
注
い
で
お
り
、
男
性

用
シ
ャ
ン
プ
ー
「
清
五
郎
」な
ど

の
ヒ
ッ
ト
商
品
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
「
あ
わ
わ
の
わ
」は
子
ど
も
専
用

の
泡
タ
イ
プ
の
シ
ャ
ン
プ
ー
。
植

物
性
で
肌
へ
の
刺
激
が
少
な
く
、

子
ど
も
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　
「
皆
さ
ん
に
話
を
う
か
が
う
と
、

子
ど
も
に
も
大
人
用
シ
ャ
ン
プ
ー

を
使
っ
て
い
る
方
が
、
と
て
も
多

い
の
で
す
。
で
も
、
本
来
子
ど
も

の
洗
髪
は
お
湯
で
も
十
分
な
ぐ
ら

い
で
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
子
ど
も
の

肌
に
は
、
大
人
用
で
は
刺
激
が
強

す
ぎ
て
、
肌
荒
れ
や
皮
膚
炎
な

ど
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
」

（
黒
﨑
社
長
）

　

そ
こ
で
同
社
は
で
き
る
だ
け
髪

や
肌
へ
の
刺
激
を
軽
減
し
た
シ
ャ

ン
プ
ー
の
開
発
に
着
手
。
約
１
年

半
か
け
て
誕
生
し
た
の
が
、
こ
の

キ
ッ
ズ
専
用
シ
ャ
ン
プ
ー
「
あ
わ

あ
の
わ
」で
す
。

　

安
心
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る
材

料
だ
け
を
使
い
、
泡
タ
イ
プ
な
の

で
子
ど
も
が
喜
ん
で
遊
び
な
が

ら
洗
え
る「
あ
わ
わ
の
わ
」。
さ
ら

に
ボ
ト
ル
は
、
子
ど
も
が
落
書
き

し
て
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も「
あ
わ
わ
の
わ
」の
大

き
な
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
「
現
在
の
販
売
は
、
美
容
室
が

８
割
。
美
容
師
さ
ん
が
お
勧
め
し

て
く
だ
さ
る
の
で
、
お
客
さ
ま

も
安
心
し
て
ご
購
入
く
だ
さ
い
ま

す
。
ま
た
専
用
サ
イ
ト
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
購
入
も

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
今
後
は
も
っ
と
販
売
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
販
売
の

た
め
の
代
理
店
を
募
集
し
て
い
ま

す
」

　

さ
ら
に
、
５
月
23
日
ま
で
の
期

間
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
も
実
施
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て

く
だ
さ
い
。

株式会社クロサキ http://www.bombom.co.jp   「あわわのわ」専用サイト https://awawanowa.jp本社／宇都宮市菊水町12-5  1028-636-5828（代）

株式会社クロサキ
代表取締役  黒﨑  英典さん

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

問合せ

宇
都
宮
市
経
済
部
商
工
振
興
課

商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
4
3
4

問合せ

〈
宇
都
宮
市
以
外
の
事
業
所
〉

栃
木
県
保
健
福
祉
部

健
康
増
進
課

☎
0
2
8-

6
2
3-

3
0
9
4

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
助
成
の
内
容
、
条
件
】

　

平
成
30
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
31
年

１
月
１
日
の
間
に
新
設
・
増
設
し
た
設

備
に
対
し
て
助
成

　

た
だ
し
、
１
台（
基
）あ
た
り
の
取
得

価
格
が
３
０
０
万
円
以
上
の
も
の
が
対

象式
た
ば
こ
専
用
室
※
の
設
置
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
０
年
４
月
１
日
時
点
で
現
存
す
る
こ
と
、

資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
５
、

０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
、
客
席
面

積
が
１
０
０
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
の
３
つ

要
件
を
満
た
す
場
合
、
経
過
措
置
と
し
て

店
内
で
の
喫
煙
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
喫
煙
場
所
、
喫
煙
専
用
室
、
加
熱
式

た
ば
こ
専
用
室
の
設
置
は
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
く
そ
う
！
望
ま
な
い
受
動
喫
煙（
厚
生

労
働
省
）

 https://jyudokitsuen.m
hlw

.go.jp

ジ
か
ら
取
り
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
企
業
の
規
模
に
よ
り
交
付
条
件
が
違

い
ま
す
。

　

中
小
企
業
者
の
方
が
技
術
の
高
度
化
・

合
理
化
を
促
進
す
る
目
的
で
設
置
し
た

機
械
設
備
の
取
得
額
の
一
部
を
助
成
し
ま

す（
限
度
額
１
千
万
円
）。

【
対
象
業
者
】

　

宇
都
宮
市
内
で
事
業
を
営
む
製
造
業
、

特
定
サ
ー
ビ
ス
業
者
で
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
中
小
企
業
者

　

健
康
増
進
法
が
改
正
と
な
り
、
望
ま

な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、
多

数
の
人
が
集
ま
る
施
設
・
店
舗
は
そ
の

種
類
に
応
じ
て
受
動
喫
煙
防
止
対
策
が

義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
制
度
概
要
】

①
学
校
・
児
童
福
祉
施
設
、
病
院
・
診

療
所
、
行
政
機
関
の
庁
舎
等

　

２
０
１
９
年
７
月
１
日
か
ら
敷
地
内

禁
煙
で
す
。
た
だ
し
、
屋
外
に
喫
煙
場

所
※
を
設
置
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

②
事
務
所
、
工
場
、
ホ
テ
ル
・
旅
館（
客

室
を
除
く
）、
飲
食
店
、
旅
客
運
送
事
業

船
舶
・
鉄
道
な
ど
全
て
の
施
設

　

２
０
２
０
年
4
月
か
ら
原
則
屋
内
禁

煙
で
す
。
た
だ
し
喫
煙
専
用
室
や
加
熱

【
申
請
方
法
】

　

申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
、
市
役
所
商
工
振
興
課

へ
。

【
申
請
期
間
】

　

５
月
７
日（
水
）
〜
６
月
28
日（
金
）（
消

印
有
効
）

【
そ
の
他
】　

申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

【
法
律
に
お
け
る
義
務
】

◎
施
設
に
喫
煙
室
が
あ
る
場
合
、
標
識

の
掲
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

◎
20
歳
未
満
の
方
は
、
従
業
員
も
喫
煙

エ
リ
ア
に
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

◎
喫
煙
禁
止
場
所
に
喫
煙
器
具
・
設
備

等
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

➡
義
務
違
反
時
に
は
指
導
・
命
令
・

罰
則
等
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い「
中
小
企
業
高
度
化
設
備
設
置
補
助
金
」

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

〈
宇
都
宮
市
の
事
業
所
〉

宇
都
宮
市
保
健
福
祉
部

保
健
所
健
康
増
進
課

☎
0
2
8-

6
2
6-

1
1
2
8



宇都宮支社　宇都宮営業所
〒320-0815　栃木県宇都宮市中河原町3-19　宇都宮セントラルビル４階　TEL:028-637-7670
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